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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、UDP-グルコースをUDP-グルクロン酸に変換し、ヒアルロン酸、コンドロイチン硫酸、ヘパラン硫酸などのグリコサミノグリカンの生合成に関与する。これらのグリコシル化化合物は細胞外マトリックスの一般的な成分であり、シグナル伝達、細胞遊走、癌の増殖および転移に関与していると考えられる。この遺伝子の発現は、形質転換成長因子βによって上方制御され、低酸素によって下方制御される。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じる。[RefSeq提供、2010年5月],触媒活性：UDP-グルコース + 2 NAD(+) + H(2)O = UDP-グルクロン酸 + 2 NADH.,機能：グリコサミノグリカン、ヒアルロン酸、コンドロイチン硫酸、ヘパラン硫酸の生合成に関与する。,経路：ヌクレオチド糖生合成; UDP-グルクロン酸生合成；UDP-グルコースからのUDP-グルクロン酸：ステップ1/1。,類似性：UDP-グルコース/GDP-マンノース脱水素酵素ファミリーに属する。,サブユニット：ホモヘキサマー。,
	研究分野
	ペントースとグルクロン酸の相互変換、アスコルビン酸とアルダル酸の代謝、デンプンとスクロースの代謝、アミノ糖とヌクレオチド糖の代謝。
	画像データ
	

	UGDH抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

